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蛇類における性フェロモンについての研究報告で, 性

フェロモンとして同定されたのは僅かにアカスジガーター

スネイク (����������������������������) から単離され,
その性フェロモン作用がバイオアッセイによって確認さ

れた長鎖の2�メチルケトン類のみである１�２). 生殖行動
の観察例がほとんどないハブ (������������������������)
においては, 性フェロモンの発見は極めて困難と考えら

れ, まだその報告はない.

国内におけるハブの性フェロモンの研究は緒についた

ばかりで, 数年前から国土庁による奄美群島振興開発事

業の中で始められている. その一連の研究の中で, これ

までに主にハブの体表面脂質の分析が行われ, 単離され

た脂肪酸の量はコレステロール量に比べてかなり少ない

ことが明らかになっている３). さらに研究を進める中で�
メスのハブ表面脂質が７月, 10月に捕獲されたものと３

月のでは, 前者の脂肪酸が全てメチルエステル型されて

いるのに対して, 後者は遊離型で存在していることを報

告している. 丹羽らは, このような脂質成分の違いから,

脂肪酸のメチルエステル型か遊離型かが生殖活動に関連

性をもつ物質ではないかと推察している４). このように

ハブの脂質成分も徐々に明らかにされてきているが, 性

フェロモンの決定に至る物質は未だ見つかっていない.

これまでの研究を踏まえて, 今回の研究は生殖行動に

伴うハブの皮膚の成分に着目した. すなわち生殖行動を

したメスの皮膚と未成熟メス (全長100㎝以下の性生殖

できない個体) 及びオス皮膚の成分比較を行い, その成

分の違いを指標にハブの皮膚に存在するであろう性フェ

ロモンの探索を試みた.� ��
１. 検体

ハブは３月末から５月中旬に生殖行動をしたメス

(������)２匹：�1 (129㎝, 648 �)��2 (113㎝, 421�)
とオス (����)：� (128㎝, 527�)５)および未成熟メス
(��������������)２匹：��1 (69㎝, 81�), ��2 (67�5㎝,
77�) をコントロールとして比較した.
２. 生殖行動の観察

ハブの生殖行動は24時間, タイム ラプスビデオカセッ

トレコーダー (���6740, ��������) を設置して観察を
した.

３. 皮膚成分の抽出及び分析

実験に供したハブはクロロホルムで死亡させ, 剥離し

た皮膚はヘキサンで抽出後, エバポレーターで濃縮した.
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乾固した試料は, 適量のヘキサンに溶解して試料を調製

した.

成 分 分 析 は 装 置 ����� (��5973 , �������������) を用いて, キャピラリーカラム���1 (30 �,
内径0�32��, 膜厚0�25��, ��� ����������) で次の条件
で行った.

ガスクロマトグラフィー：45℃ (1 ���) で保持, 10℃����で290℃まで昇温
注入口 250℃ (スプリットレ

ス)

マススペクトロメトリー：イオン化エネルギー 70��
イオン源温度 250℃

インターフェース温度 200℃

赤外線吸収分光器������300 (�����) を用いて試料
中のメチルケトン基の確認を行った.� �����
タイム ラプスビデオカセットレコーダーによるハブ

の生殖行動を図１に示す. 図に示される生殖行動は,

1999年５月17日に観察されたもので, 生殖行動は数時間

に亘った. 生殖行動をとったオス及びメスの皮膚から生

殖行動に伴う成分の分泌は�����で検討した. 図２に
その時の交尾をした２匹のメス�１と�２のガスクロマト
グラムを示す. この交尾をしたメス�１とオスのガスク
ロマトグラムを比較したものを図３に示した. 図２,３

に示されるように交尾をしたメスには明らかにオスとは

異なる７つの成分 (�, �, �, �, �, �, �) が存在するこ
とを確認した. さらにこれらのピークがコントロールの

未成熟メス��１に認められるかを比較したところ, 図４
に示されるように明らかに確認された７つの成分は交尾

をしたメスに特有な成分であるこがわかった. また, オ

スとメスの成分の比較をしたところ, その性差を示すい

くつかのピークを認めたが, 今回の研究では同定までに

は至らなかった.

次に図２で示された交尾をしたメスにみられた個々の

ピークのフラグメンテーションを図５��, �, �, �, �, �,�に示した. 個々のフラグメンテーションは何れも長鎖
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の脂肪族炭化水素の構造であることを容易に予想させた.

低質量領域にはメチルケトンを予測させる���57が特
徴的にみられ, 同系成分はメチルケトン基を有している

ことが推察された. しかしながら, 低質量領域には���
43のプロピル基を示すピークは検出されたが, マクラファ

テイー転移による���58のメチルケトンに特徴的なピー
クはみられなかった. また��からもメチルケトン基の確
認はできなかったことから, 検出された成分は炭素数22

～29を有する直鎖の脂肪族炭化水素であることが支持さ

れた. 今回の研究で明らかになった生殖行動を示したメ

スに特異的に検出された成分を表１にまとめた.

長鎖の炭化水素化合物の生理作用については, 昆虫の

クチクラの長鎖飽和炭化水素に飽和, 不飽和, モノ, ジ,

トリメチルがあり, アシナガバチでは, その存在比によっ

て女王, 雄, 働きバチの識別及び群同士間の識別にも利

用されていることが報告されている５). 蛇類ではニホン
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Table 1. Aliphatic compounds in female habu skin with
courtship behavior

Peak Compound Molecular weight(M＋) Molecular formula

a Docosane 310 C22H46

b Tridocosane 324 C23H48

c Tetradocosane 338 C24H50

d Hexadocosane 366 C26H54

e Heptadocosane 380 C27H56

f Octadocosane 394 C28H58

g Nonacosane 408 C29H60

�����1. �������������������������������������������������������



マムシから直鎖の飽和炭化水素以外に, モノ, ジメチル

の分岐鎖化合物の存在が見つかっているが, その生理的

意義はまだわかっていない３). また蛇類の性フェロモン

としてはガーターヘビから飽和, 不飽和のメチルケトン

脂質が報告されている１). 今回の研究もハブにも同系の

成分が含まれていることを予想し研究に着手した.�����らの方法に準じて長鎖のメチルケトン類の検出を 試みたが確認できなかった. 丹羽らは, ハブ表面脂質の

分析を詳細に進めてきているが, これまでにメチルケト

ン類の確認はされていない. むしろ脂肪酸のメチルエス

テル型か遊離型かが, 生殖活動に関連性をもつのではな

いかと推察している４).

今回の研究で, 生殖行動をしたメスのみに長鎖の脂肪

族炭化水素が検出されたことは, ハブではじめて交尾時
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における成分の違いを見いだしたものである. 今回の結

果のみでは長鎖の炭化水素がハブの生理にどのような生

物学的意義をもつのかはまだ明確ではない. しかし, ハ

ブの生殖行動に何らかの関連をもつ性フェロモンとして

の可能性を考える上では, 興味深い結果であると思われ

る. 一方でバイオアッセイによる同物質の確認を進める

ことが, 今後のハブの性フェロモンを考える上で重要な

課題になるであろう.� ���
アカスジガータースネイクから単離さた2�メチルケト
ン類が, はじめて蛇類における性フェロモンとして報告

された事例である. 生殖行動の観察例がほとんどないハ

ブでは, 性フェロモンの発見は極めて困難と考えられま

だその報告はない. 今回, ハブの皮膚に存在する性フェ

ロモン作用物質の探索を行った. 対象は交尾をしたメス

ハブの皮膚と未成熟メス及びオスの皮膚からヘキサン抽

出した成分について, �����を用いて分析を行い, 比
較をした. 報告さている長鎖の2�メチルケトン類は�����及び��でも 確認できなかった. しかし交尾をしたメ

スのみに炭素数22～29を有する長鎖の脂肪族炭化水素の

存在を確認した. この結果はハブの交尾時における成分

の違いをはじめて見出したもので, ハブの生殖行動に何

らかの関連をもつ性フェロモンとしての可能性を示唆す

るものである. まだ緒についたばかりの研究であるが,

さらに研究データを蓄積していくことで, 有効なハブ誘

因剤の開発につながる可能性がある.������の測定に際し, ご協力頂いた当研究所水質室・新垣
和代研究員並びに琉球大学・海洋自然科学科安里英治助

教授に感謝します.
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